
令和６年度 学 校 評 価 報 告 

１　教育目標

２　学校経営方針

３　重点目標 （①…１年　②…２年　③…３年）

４　自己評価

質　問　内　容 分析及び改善策

生徒 保護者 教職員 生徒 保護者 教職員

教育目標  教育目標を達成している 85 91 87 86 100

学校の雰囲気  明るく楽しい雰囲気である 87 95 88 86 83

組織運営  校務分掌は責任体制が明確で、適切に機能している 86 83

業務改善  校務の縮減・効率化等、業務の改善を推進している 82 78

 ルールやマナーを身に付けている 71 82 70 82 72

 挨拶をよくしている 87 95 86 80 83

 「あ・は・は運動」を知っている（小学校のみ）

 教職員は悩みや相談に親身に対応している 91 95 84 85 88

いじめ防止対策  学校はいじめ防止のための対策をとっている 89 73 84 77 72

人権教育  生命や人権を尊重しようとする心が育っている 92 95 95 77 89

平和教育 平和の大切さを感じ、その思いを発信しようとしている 86 90 86 81 94

特別支援教育  学校は教育的ニーズに応じた教育を行っている 92 90 88 83 94

特色ある学校づくり  伝統や校風、地域の実態に即した教育を行っている 89 71 87 84 82

学習指導  わかりやすい授業を行っている 89 90 89 75 94

・教育課程
 家庭学習の習慣が身に付いている 69 53 64 57 44

 将来の自立に向けて適切に指導している 90 95 89 75 88

 長崎のまちや自分が住んでいる地域が好きである 89 92

                                長崎市立琴海中学校

○　自ら気づき、考え、互いを尊重し、夢実現に努力する生徒の育成（自律した人を育てる）

　　【教育ビジョン】『今日が楽しく　明日行くのも楽しみな学校』

　　【学校の姿】　　『「行くのが楽しい」・「通わせるのが楽しい」・「勤めるのが楽しい」』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓⇒　生徒　　　　　　　↓⇒　保護者　　　　　　　　↓⇒教職員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『地　域　が　応　援　し　た　く　な　る　学　校』

（１）学校教育目標である「自律した人育てる」ことを常に意識した学校経営を行う。

（２）常に「子どもファースト」で一人一人を大切にした学校経営を行う。

（３）生徒も職員も誰一人として取りこぼされず、一人一人が輝く学校経営を行う。

（４）前例にとらわれない、常に変化し続ける柔軟な発想で学校経営を行う。
（５）地域の学校に対する思いを受け止めながら、開かれた学校づくりを進める。

（６）人権意識の向上を図り、いじめや差別のない、学校づくりを進める。

（７）平和教育を推進し、世界平和を願う長崎の市民としての自覚を持たせる。

（８）不祥事を起こさない、起こさせない職場環境をつくる。
（９）職員の自己管理能力を高め、働き方改善を進める。

【自主】・・・創造

①自主的に判断し、正しい行動ができる生徒の育成　②自ら考え、正しい判断のもとに行動する生徒の育成　③後輩の手本となる行動と、気づき･「考動」できるリーダーの育成

【敬愛】・・・協働

①いじめを許さず、思いやりの心を持ち、新しい仲間と協力し合う集団の育成　②友達のよさを認め、支え合い高め合う生徒の育成　③仲間を大切にし、思いやりの心を持ち、協力し

合う生徒の育成

【健康】・・・表現

①食育を進め、感染症防止に留意しながら、心身ともに健康な生徒の育成　②粘り強く取り組み、自己実現に向けて努力する生徒の育成　③主体的に行動し、行事に燃え、活気ある

生徒の育成

領

域
項　　目

７月 12月

肯定的割合（％）

学

校

経
営

・教育目標、学校の雰囲気ともに生

徒は7月より2％ほど上昇した。一方

で、まだ13％ほどの生徒は肯定的な

回答が出せていないので、職員だけ

ではなく、生徒会本部役員や専門部

長とも連携、協力して組織力を発揮

していく必要がある。

・組織運営、業務改善は、7月より

も肯定的回答が減少した。校務分掌

分担や業務改善方策の再考が必要。

心

の

教

育
(敬

愛)

生活・生徒指導

・12月もルールやマナーの習得に課

題がある生徒が30％程度いた。道徳

教育とも関連させて、継続して生徒

心得や各種法律等についての周知徹

底を図るとともに、家庭との連携を

強化して基本的生活習慣の徹底につ

なげていく必要がある。

・いじめ防止については、100％近

くの達成を目指す必要があるが、一

部の生徒によるいやがらせやからか

い行為が起こった。生徒の意見の中

に、見て見ぬふりをせず、注意でき

るようにしたいなどもあったので、

職員だけではなく、生徒たちとも力

を合わせていじめ防止を推進するこ

とが大切である。生徒の人権意識の

高揚をよりよい方向につなげる。

確

か

な
学

力

(自

主)

・特色ある学校づくりでは、職員は

10％近く上昇した。

・わかりやすい授業は、教授型の授業

ではなく、主体的・対話的で深い学び

ができる授業であるので、今後とも授

業改善を図りながら学力向上に向けて

校内研修等を活用しながら取り組んで

いく必要がある。

・家庭学習の定着に向け、家庭学習の

手引きやおすすめテスト勉強法を作

成・配付して啓発を行ったが、改善に

及ばなかった。効果的な活用法の推奨

とともに別の手立て等も検討してい

く。

キャリア教育



保健・衛生  衛生管理に努め、健康に関する教育を行っている 91 86 92 90 82

 早寝・早起き・朝ごはん(基本的生活習慣)が身に付いて

いる
84 86 86 73 88

 体力向上に努めている 90 90 92 82 94

食　育  食に関する教育活動を行っている 94 82 93 82 83

安全管理  児童生徒の安全に気を配っている 92 100 94 87 89

情報提供  学校の状況は、通信やＨＰ等で知ることができる 81 70 76 76 89

PTA・地区との連携  学校はＰＴＡや地域との連携がとれている 82 80 82 78 78

職員の資質向上  研修が充実し、資質が向上している 82 89

環境整備  教育環境が充実し、整備されている 85 95 85 86 89

職場環境  学校は働きやすい職場づくりに積極的に取り組んでいる 68 68

※自由記述のご意見もいただき、誠にありがとうございました。いただきましたご意見を真摯に受け止め、よりよい学校運営に

努めてまいります。今後とも本校の教育活動に対しまして、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

健
や

か

な

体
(健

康)

・早寝･早起き･朝ごはんは、保護者

は73％の肯定的回答であった。家庭

によっては、ゲーム等での睡眠不足

や十分に朝食をとらずに登校してい

る可能性もある。睡眠に関する講話

等も実施し、その内容を保健だより

でも各家庭にお知らせしたので、各

家庭での指導にも活用してほしい。

また、食育講話を村松小栄養教諭に

実施していただいた。

体力向上

信

頼

さ

れ
る

学

校

・情報提供については、頻繁に進路通

信を発出、保健だよりと学校だより

は、月１回ペースで発出した。また、

学級通信は、教職員が20%ほど上昇し

ているので、各担当において、無理が

ない程度に作成・発出を実践できたと

推察する。ＨＰへの個人情報の掲載に

ついては、個人情報保護の観点から、

写真や氏名の公開は控えている。再度

はっきり伝える必要があると考える。

生徒の意見で、ＨＰでの顔写真などの

公開を楽しみにしているという意見も

あり、危険性を感じている。

教

育

環

境

・職場環境について、12月も学校は働

きやすい職場環境づくりが進んでいな

いと感じている職員が約30％の回答で

あった。７月からノー部活動デーを全

部活動で水曜日に一本化できたこと

で、確実に週に１回は定時退校日の実

践ができている。今後も、全教職員で

知恵を出し合い、改善に努めていく。


